
 
 

 

 

 

 

 
 

第５４号 平成 22 年（2010 年）3 月発行（季刊）  

鎌倉市市民活動センター広報紙 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

目        次 

P12 

P13 

P14 

P15 

かまくら市民活動の日フェスティバル PR 

センター関連行事 

登録団体見て歩き             

ミニコラム ・ 研修部会セミナー  

イベント紹介 

助成金情報 ・ 相談Ｑ＆Ａ 

センターからのお知らせ 

P16 

P17 

P18 

（全日本シルバー社交ダンス普及協会） 

 



2010 年 3 月 鎌倉パートナーズ 第 54 号 

- 2 - 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12回 かまくら市民活動の日フェスティバル 

企画一新でお出迎えします 

ワークショップ・イベント、パフォーマンスなど、ご家族お子様もご一

緒に楽しめる新企画が満載です。 

皆さまから寄せられた読み終えた書籍を販売、収益金を有効活用する古

本市。似顔絵やバルーンアートなど参加・体験型のお楽しみ企画など目

白押し。 

会場を一巡したら“茶っとプラザ”や“Ｃａｆｅプラザ”で一息入れて 

ください。 

ＮＰＯ活動についてのご質問ご相談のやり取りの場に、またお仲間お友 

達同士の情報交換の場に、楽しい話の花が咲くことうけ合いです。 

 

ＮＰＯ活動のすべてをご披露します 

年に一度、ＮＰＯセンター利用登録370団体の内からおよそ70団体が一

堂に会して、各団体の活動テーマやその活躍ぶりなどを細かくプレゼンテ

ーションします。皆さま方が普段から抱いている疑問や興味に、創意を凝

らしたパネル展示や各種ワークショップ・イベントなどを通して、楽しく

分かりやすくお答えします。 

市民・ＮＰＯ・鎌倉市をつなぐネットワーキング活動・・・私たちの住む

街鎌倉とそれぞれの町内を、より快適で住みよい環境にするために、あな

たも一緒に考えてみませんか。 

共催：特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センター運営会議／鎌倉市 

◇ 日時：平成22年5月21日(金)～23日（日） 

         21日  13：00～17：00 

         22日  10：00～17：00 

         23日  10：00～16：00  

◇ 会場：鎌倉生涯学習センター 

 

当フェスティバル開催に向けて、会場の受付や各種進行業務をお手伝いいただくボランティアの方々を広く求めて

います。仕事の役割についてはご相談の上で。ボランティア活動を通して、ご自分の得意分野を発見できるかも。

お友達との新しいつながりも生まれることでしょう。あなたもご一緒にこのフェスティバルに参加し盛り上げてく

ださい。 

● お申込みはお気軽に・・・ＮＰＯセンター鎌倉(℡ 0467-60-4555） ＮＰＯセンター大船(℡ 0467-42-0345)  

「地域とＮＰＯ～街づくりの接点を探る」 

アクセスに便利な鎌倉駅前。まさに鎌倉の

表玄関にあります。どうぞお散歩がてらお

気軽にお立ち寄りください。 

＝お車でのご来場はご遠慮ください＝ 

 

★第一回 展示パネルの 

企画制作コンテスト★ 
 

活動紹介パネルは団体と市民とを繋ぐ大切

なプレゼンテーション・ツールです。今年か

らパネル展示作品のコンテストが始まりま

す。注目度・好感度の高い作品を、来場者

の投票などによって選考表彰します。日頃

鍛えた技術と感性を活かして、大いに理解

促進に役立ち、好感を持たれるパネルづく

りに挑戦してください。 

 

昨年のフェスティバルの様子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 会場ボランティアを募集中！＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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1月23日（土）平成21年度第2回利用登録団体懇話会が 

たまなわ交流センター２Ｆ会議室で開催されました。27団 

体49名の参加がありましたが、今回はいつもとはちょっと 

違い、趣向を凝らして映像を使ってのセンターの事業紹介、 

団体紹介が行われました。 

5月21,22,23日に開催される「かまくら市民活動の日フェ 

スティバル」への参加呼びかけ、昨年好評だった「鎌人いち場」の第3回目の宣伝、財政部会からの「かまくら

ファンド」のお知らせ、昨年から充実した情報をホームページやパートナーズに掲載している助成金情報、広報

部会主催で基礎からしっかりＨＴＭLを教え、団体のホームページ作成をサポートしているＷｅｂ講座の様子、2

月2日の協働の研修会や2月20日研修部会のパネル講座のお知らせなど、センター事業に関したたくさんの情 

報が団体の皆さんに発信されました。 

登録団体からは、それぞれ現在の活動状況が映像で紹介されたり、 

チラシが配付されたりし、活動の活発な様子がうかがえました。 

Ｗｅｂ講座を受講された団体からは、ホームページを見 

ての問い合わせや申し込みが増加したなど有効に 

活用されているとの報告がありました。 

今後もＮＰＯセンターは団体 

の皆様の活動をサポート 

する強い味方でありたいと思っています。 

 
懇話会終了後、軽食をつまんでの和や 

かな交流会があり、団体同士のつ 

ながりが広がりました。  

（佐藤千津 記） 
 

「地域との交流」を

目的に由比ヶ浜中央商店

街の「まちがどフェア」

に参加しました。 

音楽とバルーンアートのコラボ 

◆生演奏に合わせて夢のある 

「バルーンアートショー」 

◆ディズニー音楽や不気味なメロ 

ディーに合わせて「動物」や「オ

バケ」を作って踊って子どもた

ちを楽しませました。 

◆恐竜の卵◆ 

 手に乗せると、ころころ

動く。不思議な卵です。 

アルミ箔とビー玉で作り

ます。 

◆きらくるレインボー◆ 

手で回すと「キラキラくるくる」

いろいろな形に変化します。 

ワークショップ 
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英会話 ルミナス 

 
英会話 ルミナスは2004年9月に結成されました。 

会の目的は、毎年多くの外国人が訪れる鎌倉で何か役立

つ事をするため自分たち自身が外国語にしり込みしないよ

うに、また明るく外国の方々に接することができるように

することで、英語学習の見直しからスタートしたそうです。  

当初はＮＨＫラジオ英話の教科書を使い、会話に慣れる

こと、人前で意見が言えることなどを目標に初級の人中級

の人それぞれレベルが異なっていても、一緒に繰り返し文

章を覚えたり、例文を考えたり、英語の聞き取りをしたり

と必死に勉強に励んだそうです。 

また、鎌倉の寺社の英文パンフレットの読みこなし、寺

社への道案内や、英語で日本の生活習慣を説明することな

どいろいろと工夫したそうです。 

2 年前からアメリカに9 年間滞在し勉強と仕事をこなし

た方が先生として会員になったので、学習意欲が一気に高

まったのだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、各個人が機会 

ある毎に鎌倉を訪問す 

る外国人に接するほか、 

地域の子どもたちに英語 

はこんなに面白いということを感じてもらうため、英語の

紙芝居、英語の歌、英語のゲーム等で楽しく遊ぶ企画を市

民活動の日フェスティバルで催すほか、大船学習センター

でも同じように子どもたちが英語に接するようなイベント

を開催しているそうです。 

英会話の練習の合間にはティータイムなどあり楽しそ

うにサークル活動をしていました。会員数は現在11名。 

（取材 廣明） 

連絡先：TEL 0467-44-7101（代表：大原） 

 

 

 

 

 

青空自主保育 でんでんむし 

 
＜概要＞ 

活動開始：平成12年4月 

参加者：34名 クラス：3クラス 

 参加者 保育者 活動日 時間 

4～5歳児 17名 １名 月火木金 9:30～13:30 

3歳児  9名 １名 火木金 9:30～13:30 

1～2歳児 8名 １名 火木 9:30～12:50 

※各クラスとも親当番2,3名が参加。 

活動場所：鎌倉市広町緑地。週1回は2クラスが室が谷で 

地主さんのご理解を得て、田んぼ・畑のお手伝い。 

モットー：広町緑地に向き合いながら、親子、保育者とも

ども自然を身近に感じ大切にするこころ、自然の厳しさを

学び、子どもたちが子どもたちの世界で遊ぶことのできる

環境づくりを大切にした保育をめざす。 

＜探訪記＞1月21日(木) 

9:30 鎌倉広町緑地広場集合 

  児童が徒歩や自転車、乳母車で母親に連れられて集ま

り、最初の１時間は、今週土曜日に室が谷で行われる餅

つき大会に備えて、きなこづくり体験教室が開かれまし

た。わいわいとにぎやかでした。待っている子どものな

かには、ブランコで遊んだり、鬼ごっこをしたりしてい

る子どももいました。 

10:20 ～13:30 山組(5,6歳)、里組(3歳)の児童が餅つき

大会用の薪拾いをしました。そのあと、１Kmほどの急な

坂のある山道を薪袋を持ち、室が谷まで運びました。助

け合ったり、話し合ったり、喧嘩したりで、自然の中で

育てられ鍛えられている様子がうかがわれました。 

（取材 唐島） 

http://den2mushi.web.fc2.com 

連絡先：0466-50-0441（蒲生） 

 

 

登 録 団 体 見 て 歩 き       
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介護保険が始まる6、7年前のことです。定年退職後すぐヘルパーの資格をとりベルの会に入会したＭさんは、

週一度一時間、高齢者への弁当配達を始めました。ある日、利用者Ｋさんの奥様から「主人がパーキンソン病

でDr.から歩くことを奨められだが、私は小さくて支えきれないので弁当配達の男性に介助をお願いしたいが」

との依頼がありました。ベルの会は介護サービスもしていたので、相談の結果Ｍさんに介助をしてもらうこと

に決め、週一回2時間Ｋさんの歩く訓練が始まりました。 

時々休みながらゆっくり歩くのですが、Ｋさんはその日を何よりも楽しみに待つようになりました。しかし、

来る日も来る日も雨のつゆどき、ＭさんはＫさんの歩行練習の替わりに何か楽しいことがないかと考えました。

そしてＫさんが長い間、謡曲をされていたことを思い出したＭさんは、早速弟子入りをしたいと頼みました。

Ｋさんは「え、私が？覚えているかな」と言いながらも嬉しそうに承諾され、雨の日の謡曲のレッスンが始ま

りました。坐る事の苦手なＭさんは小さな椅子を持ち込んでの弟子入りです。思いがけずシャンとしたＫさん

の姿に奥様は大喜び。雨の日もこれで楽しくなりました。残念ながらＫさんもＭさんも今は遠くへ旅立たれま

したが、Ｋさんのことを報告されるＭさんの楽しそうな姿は忘れられません。 

介護保険が始まり10年たちました。期待とは裏腹に制限が多くなったのは高齢者が倍増した昨今致し方ない

ことです。鎌倉市民は鎌倉が好きで住民になった方が多いと聞いています。先輩方の努力によって自然豊かな

鎌倉で健康に暮らせるという幸せを考えると、時間と体力に余裕のある方々、市民として少しだけ高齢者の生

活支援に力を貸して頂けないでしょうか。お待ちしています。（ベルの会 白井 京） 
 

鎌倉市の高齢者支援に力を貸して下さい 

「多くの人に広く活動を知ってほしい」というのは各団体共通の課題といえます。 

その為に重要な広報活動の一端として「チラシの作り方」に続く第２弾「パネルの 

作り方講座」を2月20日（土）、鎌倉センターにて開催しました。「かまくら市民 

活動の日フェスティバル」にむけて魅力的なパネルを作るコツや「伝えたい思い」 

の表現の仕方を教わりました。今回は、従来にない受講者参加型のセミナーとなっ 

て、より効果をあげていたように思われます。（板垣裕見子 記） 

 

パネルの力は伝える力です、との言葉に始まり、パネルで表現する内容、必要な構成要素を画像で示しテンポよくお話

しいただいた。なるほど、と思いながらも、もう少し具体的なアドバイスがほしい。会場のその声を受けて、参加者が持

参していた2枚のパネル、さらに参加団体が過去に展示したパネルの映像を見て、それぞれワンポイントアドバイス。 

パネルづくりは仲間づくり。グループみんなでワイワイ作ることで、その楽しさが見る人につながる、ということを学

んだ講座でした。（図書館とともだち・鎌倉 黒瀬聖子） 

前半のお話は、「パネルをつくる側からだけで

なく、見る側の立場を考えて、知らせたいこと

を要約し、写真やイラスト等の文字以外の表現

方法を工夫することが大切」などでした。 

 後半は、前年のフェスティバル等で展示した

各団体の実物パネルに対する講師の評価があ

り、一つ一つの具体的な指摘が大変分かりやす

く、参考になったと思います。 

次回のパネル作成に生かしていけそうな自信

が少しはできたと思います。 

（玉繩桜をひろめる会 鈴木信成） 

講師：三浦由理氏 
(まちづくりコーディネーター) 

ナレッジトラスト代表 

(東京大学大学院在籍中) 

都市計画の総合プロデュー

スに携わり、現在都市の活性

化を実現させる為のプロジ

ェクトマネージメントに力

を入れる。 

 

 

研修部会セミナー「パネルの作り方講座」を開催して  



開催日時：平成22年3月20日（土）13：30～15：30

開催日時：平成22年3月17日～5月26日（毎週水曜日） 会 場：深沢学習センター　３Ｆ　ホール

18：30～21：00（全10回） 主 催：ＮＰＯ法人全日本シルバー社交ダンス普及協会

会 場：玉縄学習センターor玉縄小学校体育館 連 絡 先：0467-61-3020、3021(山本）

参 加 費：3500円（高校生以下は半額）

講 師：田島治（鎌倉ビーチ＆スターズ会長、県SD連絡協議会会長）

服 装：軽く運動ができる服装と運動靴
主 催：鎌倉ビーチ＆スターズ
連 絡 先：0467-43-5681（田島治）　

開催日時：平成22年3月26日（金）10：00～12：00

会 場：鎌倉生涯学習センター　第5集会室
参 加 費：無料（先着50名)
主 催：りんどう

後 援：鎌倉市教育委員会

開催日時：平成22年3月22日（月・祝） 問合せ先：0467-45-2880（石川）、0467-45-8265（宮内）

10：00開幕（9：30開場）

会 場：鎌倉生涯学習センター

主 催：第5回かながわ食育サミットin鎌倉　実行委員会

後 援：鎌倉市市民活動センター運営会議　他

H P：http://syokuiku.jpn.org/
開催期間：平成22年4月24 日（土）～5月1日（土）

会 場：鎌倉駅周辺以北の路地に点在する店舗や、個人宅約20か所

主 催：鎌倉路地フェスタ実行委員会

問合せ先：TEL 0467-23-3663　

E-mail　info@roji-kamakura.net
http://roji-kamakura.net

開催日時：平成22年5月22 日（土）13:30～16:40

会 場：玉縄学習センター　3階　第4集会室

参 加 費：500円

主 催：玉縄城址まちづくり会議　玉縄城500年祭実行委員会 開催日時：平成22年5月30日（日) 9:00～16:00（雨天中止）

後 援：鎌倉市教育委員会 会 場：鎌倉海浜公園　由比ヶ浜地区
申込・問合：TEL/FAX 0467-45-7411（事務局） 協 力 費：1000円（情報発信の場）

E-mail　artbank21@nifty.com 申 し 込 み：2月20日～3月31日先着順（HP申込書で）

http://www48.tok2.com/home/tamanawajyo 説 明 会：4月16日、17日（NPOセンター鎌倉）

申し込み：5月1日　FAX、メールで受付 主 催：鎌人いち場実行委員会

問合せ先：TEL/FAX 0467-60-4555（NPOセンター鎌倉）

H P：http://www.kamandoichiba.com

イ ベ ン ト 情 報

60歳からの社交ダンス鎌倉ビーチ＆スターズ・初心者スクエアダンス講習会

第5回記念大会は食育サミット発祥の地、鎌倉で開催さ
れます。

講演「戦国の城と庶民の暮らし」藤木久志氏（立教大学名誉教授）

第6回「玉縄城の遺構を読む」

「庶民から見た戦国学」の第一人者、藤木先生をお迎え
します。「大阪冬の陣屏風絵」「浦賀道見取絵図」などを
映像で見ながら、当時の玉縄の庶民の暮らしを考えま
す。

スクエアダンスを楽しみませんか。カントリー音楽にのっ
て8名１組で踊る健康的なダンスです。
事前見学歓迎！！

「アート」「路地」「暮らし」「鎌倉らしさ」をテーマにした
アートラリー

つながるひろがる！コミュニティ・マーケット
第3回 鎌人（かまんど）いち場 出店団体募集！

入門コース無料体験講習会。
ベテラン講師が最初の一歩から楽しく指導します。

対談　藤木久志氏、伊藤一美氏（当会顧問）

かながわ食育サミット・第５回記念大会

玉縄歴史アカデミア連続セミナー

次世代を担う子どもたちの健全な心と身体を培い、豊か
な人間性をはぐくむため、「食」の現状とその「環境」に
ついての問題の改善を提案し、相互に意見交換し、「食
の大切さ」を考えるサミットです。

NPOセンター10周年企画で始まった鎌人いち場。
NPO団体の情報発信ブースもあります。活動紹介、会員
募集に活用ください。

※入門コースは4月3日(土）、4日(日）から始まります。

春休み親子映画会

１）3丁目物語　おともだち編／不思議なともだち
２）狼少年モーグリ誕生『少年モーグリ』3部作の第一部
３）狼王アレキサンダー『少年モーグリ』3部作の第二部
４）おきてより大切なもの『少年モーグリ』3部作の第三部

第5回　鎌倉路地フェスタ

2010年 3月　鎌倉パートナーズ　第54号
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助成金の活用は、NPO の弱点とされる資金問題を克服するひとつの有力な手段です。

この時期、事業計画の策定作業を進めている団体も多いと思いますが、助成金申請も、年間の募集計画な 

どを参照しつつ、計画的に対応することが望まれます。 

当センターのホームページには、助成金情報の一覧などが掲載されていますので、ご活用ください。イ 

ンターネットをご利用でない方のためには、センターに関連図書や応募要項などが用意してあります。 

また、ご意見、ご要望等ありましたら、遠慮なくお寄せください。 

今号発行日現在で募集中もしくは近く募集予定の助成金は、以下のとおりです。 

全労災：環境活動、子育て子育ち支援活動 (募集期限4/5) 

リバーフロント整備協会：水辺に親しむ心を促進する活動 (同上4/19)  

郵便事業：動物愛護活動 (同上4/30) 

国際交流基金：諸外国との市民・地域レベルの相互理解促進、担い手拡充 (同上5/6) 

富士フィルムグリーンファンド：自然環境保全等のための活動と調査研究 (同上5/17) 

神奈川県消費生活課：「暮らしに身近なテーマ」に関する調査と実践活動 (募集開始4/1) 

損保ジャパン記念財団：社会福祉分野でのNPO法人設立 (4/1～4/30予定) 

NHK厚生文化事業団：福祉活動への助成、リサイクルPCの提供 (募集開始4/上旬) 

大同生命厚生事業団：サラリーマン(ウーマン)・シニアボランティア活動 (4/1～5/31予定) 

以上のほか、モバイル・コミュニケーション・ファンド(子ども)、宝酒造(自然環境)、日本財団(福祉 

拠点)、日本都市計画家協会(まちづくり)、JBC・CSR基金(格差是正、環境)、 まちづくり市民財団(まちづ

くり)が3月末まで募集中です。 

助成金情報 

 
 

Ｑ：この度ＮＰＯ法人を設立して従来任意団体が有していた財産を引き継ぐことになりました。財産の内容 

は現金・預金と未払いの税金が少しあります。 

  3月31日に任意団体を解散して、4月1日にＮＰＯ法人に財産を引き渡す場合の会計処理および法律的 

な手続きはどのようになりますか。 

Ａ：新設のＮＰＯ法人側の4月1日における会計処理は次のようになります。 

       （ 借 方 ）       （ 貸 方 ） 

        現金・預金 ××××    設立準備金 ××× 

                      未払税金  ××   

  また財産を引き渡す任意団体側の会計処理は、 

        未払税金  ××      現金・預金 ×××× 

        寄 付 金  ××× 

  となり、資産、負債がゼロの状態にいたします。 

  なお、財産引継ぎに伴う手続きとしては、解散する団体は役員会において3月31日付での解散決議を行 

うと同時に財産目録を作成して、この財産を新設のＮＰＯ法人に寄付する旨の決議を行います。 

  ＮＰＯ法人側では4月1日付で上記財産目録記載の財産の寄付を受けた旨の受領書を相手に交付するこ 

とになります。 

ＮＰＯ法人の設立時における財産の引継ぎについて 
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郵送物回覧のお願い 

ＮＰＯセンターからの「お知らせ」等は、団体の連絡 

者のみに郵送されます。所属団体の皆さんにも回覧して

いただきたく、お願いいたします。 

 また、「鎌倉パートナーズ」等、部数を多く配布希望さ

れる団体は、お申し出ください。 

 

平日の駐車場利用について 

ＮＰＯセンター鎌倉に車で来館の場合は、鎌倉市役所

の駐車場を利用することができます。ただし、多くの市

民の方にご利用いただくため、長時間の駐車はできませ

ん。ついでの買い物等、センター利用以外での駐車はで

きませんので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規登録団体の紹介 （平 成 22 年 3 月 1 日 現 在 ）  

☆手広片岡自治会：防災・安全に貢献し、環境など良好

な地域社会の維持及び形成に資する活動 

☆鎌倉こどもミュージカル：ミュージカルをとおして子

どもに内在する無限の能力や可能性を引き出し、努力

によって得られる達成感や自信を育む活動 

☆手稲句会：自然を愛し各地を吟行し、鎌倉の良さを広

く知らせる活動 

☆デイ華花：介護認定を受けた方に日帰りで機能訓練、

入浴、レクリェーションなどのサービスをする活動 

☆玉縄朗読会：朗読技能の習得をし、それを生かした社

会貢献をする活動 

☆日本公会計支援協会（JASPA）鎌倉支部：公的部門及

び公益部門の会計に関する助言や支援を行う活動 

 

大量印刷時のお願い 

印刷・コピーをされる場合に予約は必要ありませんが、

大量印刷（1時間を超える）の場合は事前にお知らせくだ

さい。大量印刷が重ならないよう調整をいたします。 

        また、大量印刷・コピー時に少量の

印刷をされる団体がありましたら、作

業の途中に入れていただきますよう     

ご協力をお願いします。 

印刷につきましては、第1・3日曜日

が比較的空いておりますのでご利用く

ださい。 

 

 

 

 

ＮＰＯセンターからのお知らせ 

新収図書のお知らせ 

 
 

～ＮＰＯセンター鎌倉～ 
 

（図書） 

◇ 「YOKOHAMA YMCA HISTORY 125」  
   編者：横浜ＹＭＣＡ              2009年11月 
◇ 「シティプロモーション 地域の魅力をを創るしごと」   

著者：河井孝仁                2009年7月 

（資料） 
◇ 「ボランティア・市民活動助成ガイドブック」  

発行：東京ボランティア・市民活動センター 
共同発行：東京都社会福祉協議会  

民間助成団体部会  2008年12月 
 

～ＮＰＯセンター大船」～ 
 

◇  「市民活動に活かす助成金取得ガイド」  
著者：飯田昌彦                 2007年2月 

新収図書・資料のお知らせ 

 

発行：鎌倉市市民活動センター 

編集：特定非営利活動法人 鎌倉市市民活動センター運営会議広報部会 

http：//www3.ocn.ne.jp/~npo-kama/ 

 ＮＰＯセンター鎌倉 

〒248-0012 鎌倉市御成町 18-10     

TEL： 0467-23-3000 内線 2655 

TEL/FAX：0467-60-4555（直通） 

E-mail：npo@chive.ocn.ne.jp  

 

ＮＰＯセンター大船 

〒247-0061 鎌倉市台 1-2-25 

（たまなわ交流センター １階） 

TEL/FAX：0467-42-0345 

   E-mail：npo2@abelia.ocn.ne.jp 

 

 

平成 22 年 3 月 1 日現在 利用登録団体数：３７５団体 

お願い 利用登録団体の登録内容（連絡先・代表者・ 

活動内容等）が変更された場合は速やかにご連絡く 

ださい。 


